0:01
男性 A「HEROSのきっかけは、ケイキョウさんから配信されますマガジンのレポートですかね。それに第何回こういうことがありますと、我々のやっていることをPRできる最大のチャンスだぞと、よし39歳で頑張ってできるのは、宮中、君に託そうということで、宮中くんに頑張ってもらいました。」

0:26
男性B「せっかく言って頂けたんだったらやってみたいなという気持ちになりました。」

0:31
男性A「このHEROSにチャレンジしたことによって、全社的にすごくみんながおおすごい、おおすごい、頑張れ頑張れっていう1つの目標に向かう不思議な一体感がありました。これも効果の一つだと。」

0:47
男性A「最初管理者会議でやったとき、ズタズタだったんです。そこからスタートです。」

0:53
男性B「最初の頃、初めて行った時には自分の経験は少なかったので、でもこういう風にやりたいとかこういうことを持ってっていうこといろんな少ないながらでも、いろいろたくさん持っていったんですね。そしたらやっぱりそれをどういう風に伝えようかと思ったときに筋がいるということで、そこをカテゴリーだったりとか、1本につなぎ合わせてくれるというのが、HEROSのコンサルされている方のご指導でまとまっているので、これはすごいなあと思ったのは、それを伝えるためにはこういうことしてますっていう文章ではなくて、このばんっという、キャッチフレーズというかまとめた言葉で伝えるのがやっぱり分かりやすいということで、元々やっていた取り組みを能登インクルーシブファーマーズというコンパクトな形で伝えるということがとても大事だということが分かって、そのせいか分からないですが、仕事自体が、何が変わったというわけでは、私は分からないんですけど、宮中さん変わったよねって言ってすごいいろいろ話を聞いてくれたりとか、新しいことをするときにもやってみようよっていうような凄い雰囲気になってくれて、何をするにしても凄い助けられた。とてもやりやすくなって楽しいですね。それが1番のポイントです。」

2:20
男性A「お陰でいろんな都会の学生、いろんな若者が、HEROSみましたとか、どういう興味が津々でどういう努力をしているんですとか、その人たちは最終的には私たちの会社で働いて第2の宮中、第3の宮中になってくれれば私はそれは嬉しい話でいいかなと。」
2:43
男性B「やっぱりそれを見て卒論に取り上げたいと言ってわざわざ大学生がおられて、一緒に体験していただいてということもありますね。」

2:53
男性A「きましたね。早稲田大学の社会学部の。高校生で言うと来春くる学生さんなんですけど、2人ですかね。これは一年生のときから来て、そしてHEROSのいろんな話をして、そして実際、来年の4月から入社という運びになりましたね。」

3:23
男性A「将来の自分たちの企業を変えていくチャレンジ、このHEROSをきっかけに。つまり職員がどう意識改革していくか、これが出来るチャンスだと思います。もちろん宮中くん自身が本当に出て良かったと思ってますし、行動も変わりましたから、そうすると必ずそれに刺激される若い人が出てきますから社内で。若い職員の意識改革に大きく寄与できた事業です。どうぞ皆さんも一度チャレンジしてみたらどうですか。社会福祉HEROSは、ということになります。」

4:21
男性A.B「参加してよかったHEROS！皆さんもぜひ！」

4:27
男性B「社会福祉HEROSは私にとって人生のターニングポイントと呼べると思います。
いろんな努力や行動をしてきましたけど、なかなか結果に結びつかなかったりとか、仲間を作るということが難しい時期でもあったと思います。それをただそれに打ち込むだけではなくて、伝えるということを切り開いてくれた機会になったおかげで、その時いた仲間もそうだし、新たに仲間になってくれた方達もいて、どんどん活動の幅が広がりますし、たくさんいろんなことに挑戦できる、そんな楽しい仕事になるきっかけになりました。とても参加していて良かったと思ってます。」

5:17
男性B「迷っているんだったらやった方がいいということですね、やれるだけやってもなかなか結果に結びつかないこともあると思いますけど、ここまでやるってなかなかないと思うんです。それをやったという自信と、自分では思いつかなかった方法や段取りというものが新たに身につくので、なにかしら切り抜く力には確実になります。それをどう生かすかというのは状況かもしれませんが、必ずいい方向には行くきっかけになる。ですので迷うんだったらやってみる、絶対に損は無いと思います。」
6:00
男性B「やったことない方がいいと思います。その伝えるということはやったこと無いんであれば全力で伝えた機会ってないと思います。ですので一回こういうことを経験すると人前でも喋れるようになりますし、自分の思ったことが伝わるっていう心地よさというかやりがいを感じるとてもいい機会になりますので、1人ではないので、いろんな人のサポートを受けてそういう方法を身に着けることができる機会ですので、是非チャレンジしていただければと思います。」

6:33
男性B「慣れない、スピーチをしたことがないと思われるかもしれませんが、私もしたことがありませんでした。でもコンサルの方もいますので本当にキャラに合わないというか、自分のキャラに合った、あなたのキャラに合ったスピーチを一緒に作り上げてくれますので自分の思いというのを120%伝えることができます。そんな機会は他にはありません。ぜひ、あなたも参加してみませんか？」

6:59
男性B「参加してよかったHEROS、皆さんもぜひ！」

7:05
女性A「1番最初のHEROSを立ち上げるという話を聞いた時に人前でプレゼンをする研修だとかを、HEROSに出る人はすごくしっかりと教えて頂けるっていう話を聞いて、出ることは、まず1番地方人にとってプラスになるかなと、いろんな研修というか経験が出来るかなっていうようなイメージでした。」

7:32
女性A「意外な反応でしたね。1番最初は今までの彼のイメージだと、いやいや僕なんてって、いつも僕なんてっていうキャラだったので、そう言うかなって、だけどちょっと押してみようかなっていうイメージだったんですけど、いいんですかって言うちょっと前向きなやってみようかなっていう第1の反応だったので私としては意外な反応でした。」

8:02
男性C「まず最初に言われた時にそのプレゼン大会の日、その研修の時に見てたHEROSのことがずっと頭に残ってたので、あれに出れるんだみたいな感じで、その時はやってみたいなという気持ちの方が強かったので、嬉しかったですよね純粋に。HEROSに出る前からいろんな取り組みをしていて、法人の方でもバックアップしてもらって色々やらせてもらっている中で、自分の中でも限界を感じてたタイミングでもあったんですね。これ以上どうやったらもっと外に出ていけるのかというのをすごい模索していた時期でもあったので、これが発信っするいいきっかけだなと思って、というので出るのを決めたっていうような感じでしたよね。」

8:52
男性C「それこそ自分の仕事が日々の支援だったりとかというところでも、我々は障害者の社会参加だったりとかっていうところを目的に活動しているので、その辺も日々をただ繰り返していくだけで果たして社会参加に繋がってるのかとか、それこそパートだったりとかイベントをやったりとかってしていたんですけど、そこに集まってくる人の数だったりとか見てもらえる数というところの限界っていうところがこれ以上、上がっていかないなって言うところの壁にぶつかってたので、両方そこは両方だと思います。」

9:29
男性C「そうですね、実際エントリーしてみて合格するかどうかっていうところもわからなかったので、落ちちゃったらどうしようという気持ちもあったんですけど、でもあのステージに立てるんだというちょっと憧れの方が強かったので、不安よりもそっちの方がワクワクして憧れの方が強かったです。」

9:51
男性C「まずそれこそ話す内容もそうだったんですけど、そこの自分の背景だったりとか、その取り組みの意味だったりとかっていうところをコンサルの中ですごい整理してもらった、引き出してもらったというのがあって、その中でも葛藤があったんですね、自分に足りないものが見えたりとか、まだ自分が目標だったりとか目的に沿って動けてなかった部分っていうところもあったりとかしたので、葛藤の中で、本当に良い事ばかりじゃなくてそこで自問自答したりとか、本当にこれでいいんだろうかみたいなのはあったんですけど、ただそこを経ていく中ですごい自信がついて行きましたね、本番に向かっていく中で。」

10:41
男性C「コンサルの中でですか、そうですね、コンサルがとにかく楽しかったっていうのがありますけど。今までそういうコンサルの人と話したことがなかったので新しい感覚っていうかこういう風に、今までは職場の中がほとんどメインで会話だったので、そういう外部の方でプロのかたが話してくれる中で、すごいな、どんどん引き出してもらってるなとかどんどん固めてまとめてもらって本当に自分が伝えたいことっていうのを、きれいにコーディネイトしてくださってるなという感じで楽しかったです。ワクワクしました。」


11:19
女性A「今おっしゃったように1番の変化が、まず自分たちがやってきたことを他者に評価されたっていう、やっぱり認めてもらうって嬉しいじゃないですか、これで良かったんだっていうような印象があったかと思います。なので今まで以上に自分たちがやってきたことに自信を持てて、さらに新しいことを提案してきたりだとか、次はこんなことやりたいですとか昔よりとても意見が新しいことにチャレンジしてみようかなって、1歩踏み出すのが少し気軽に声を上げてくれるような風に変わったように感じます。」

11:59
女性A「そうです。周りがです。かみざかさん自身もとても変わりましたけど、法人の周りのスタッフとして、彼が発表したことっていうのは彼個人1人がやったことではないので、やっぱり私たちも一緒に参加したしとか喜んでもらえたしっていうのがメディアに出ることによってすごく自信に繋がったんじゃないのかなと思います。」

12:25
女性A「もう1番最初のすごく昔のことにはなるんですけど、1番の印象は本当にすごく優しいんですよ誰にでも。優しくて、あとは傷つきやすくて、すごく悩みますっていう印象で、あと周りの感情とか周囲の人のいろんな感情に左右されるような人だなという印象だってたんですけれども、HEROSに出てからというよりもHEROSの今彼がおっしゃったようにいろんな自分がやりたかったことをすごく綺麗な言葉に替えてもらったりだとか、すごく自分のビジョンがふわっとしたものが明確に見えてきたりだとか、後は今までやりたかったことがきちんと言葉にしてもらったりだとか、そいうのですごく自信がついたのか、すごく強くなったというか、簡単に言うとですね、やっぱりそれが自信なんだろうなとは思うんですけれども、周りの目を気にしなくなったというか、自分自身のコントロールもすごく上手になったように感じます。」

13:42
女性A「まず本当にいろんな新聞ですとかテレビとか24時間テレビにも出させていただいて、ありがとうございます。なので24時間テレビとか本当にたくさんの人の目に触れるじゃないですか。なので24時間テレビもそうなんですけどHEROS自体の学生審査員ってあるじゃないですか、なのでちょうど彼が登壇している時に私たち採用に出てたんですよ、学校に。なので何日HEROSがあるので、山之内すずさんが出るから絶対見てねって言って、ちゃんと良かった人に票を入れてねって言って、各学校にちょっとお声かけをして学生方にも見ていただく機会っていうのを作らせていただいたんです。その中でHEROSも見たし、雇用福祉会という法人を知ってもらって、ちょっと事業者説明会に足を運んでみようかなとか、あとは学生さんもともと社会福祉を学んでいらっしゃるのでちょっと興味はあると思うんですよ、なんですが24時間テレビを見てお電話をいただいた方は全く関係のない、人材派遣会社をしている方ですとか、あとは金融関係にいた方ですとか、普通の営業にいた方、そういった方々が福祉ってどうしても資格がないと働けないってイメージがあるらしいですけれども、こんなことだったら何か出来ることがあるかもしれないと思ってちょっと電話してみましたとか、見学に来ましたっていうお声はかなりいただきました。今、実際1名は中途採用で正規職員として、採用になりました。」

15:39
女性A「学生さんは今のところ５名ですかね、採用はしてはいるんですが、その中で3名は24時間テレビを見たとか、HEROSちゃんと見ました、もう目の前で私から見てねっていう言われた子だったので‘’見た？ちゃんと票入れた?‘’って言ったら見ましたっていう。実際、今、5名、現状では。9月末の段階で。ただ、今からも実際ヒーローズを見たっていう学校に私がアナウンスした学生さんが今からの受験者も今、います。」

16:22
男性C「先ほどの話でも出たんですけども、やっぱりHEROSに出る前と後では自分の自信だったりとか、この先のこのモチベーションだったりっていうのは、大きく変わりましたね。やっぱり、これで間違ってない、このまま突き進んで行こうというふうに実感しましたね。」

16:40
男性C「中の人たちとの意欲だったりとかっていうところも、上がっていったというのもあるんですけど、外と繋がったっていうのは大きかったですね。やっぱりいろんな方から、それこそメディア関係の方だったりとか、新聞の方だったりとかっていう人からもやっぱり声をかけられて、色々話す機会ももらったりとか、それこそ飲食店だったりとか全然違う所ですね、あとは音楽系のスタジオだったりとかっていうところからもデザインでコラボしませんかみたいな感じで話があったりとかですね、福祉の枠からこう一個飛び出したなという感じがありました。」

17:19
男性C「業者さんはHEROSがあった時も一緒に見てたりとか、私は別の場所にいたんですけど、話をしてたので。事業所で見るようなイベントを作ってくれて、みんなで見てて、グランプリが決まった時も喜んでくださったのと、またそれも家族も見てて家族も喜んでくださって、こうやって業者さんたちを外に社会に出してくれてありがとうっていうところをすごいわれましたね。」

17:50
男性C「やっぱり自分の周りの人では福祉とは全然関係ない人だったりとかっているんですけど、そういう人からも見たよとか声かけてもらって、福祉ってこんな仕事なんだね、みたいな感じで思ってる印象と全然違ったっていう風にかなりポジティブに捉えてもらった印象でした。」

18:09
男性C「全然、障害当事者だったりとかその家族じゃない人から、多分その業者さんのことを知っている第3者の方から、ずっと見てきて、そういう障害があるが故に、やっぱり出ていけないっていうこともあったんだけども、あれを見た瞬間に自分も嬉しかったって、その人がですね、こういう子たちが外に出てくれて嬉しかったという声だったりとか、すごいプレゼンでいろいろ話しをしたりとかする中で、福祉から発信できる、それこそSNSも使ったりとかHEROSがyoutubeだったりとかっていうのもあったので、こんな発信ができるってかっこいいみたいな感じで言われましたね。」

19:01
女性A「スタッフと法人の成長に直接的につながるだけではなくて、本当にたくさんの方に見てもらう機会になりますので、すごく福祉に興味がある人達も無い人達にも1番のPRの方法にはなると思います。」

19:23
女性A「職員の発信力の強化にも繋がりますし、1番若手職員の確保にもつながりました。なのでHEROSへの参加は是非お勧めです。」

19:39
女性A、男性C「参加してよかったHEROS！是非参加よろしくお願いします。」

19:52
男性C「いろいろ今福祉の現場でお仕事していく中で、いろんな不安だったりとか悩みだったりとかってあると思うんですけど、このHEROSに出ることによって、改めて自分と向き合うきっかけが出来て、自分のやりたいことだったりというのが明確になります。なのでぜひHEROSにでてみてください。」

20:21
男性C「今、福祉の現場で頑張って働いている皆さんが日々の中でいろいろ不安とか迷いとかってあると思うんですけど、このHEROSに出ることによって自分を見つめ直す機会になって、やりたいこととかっていうところが明確になってくるかなと思います。まだ何を話していいかというふうにモヤモヤしてたりとかわからないっていう人でも、そこはしっかりコンサルの中で綺麗にお話の内容は作っていけると思うので気軽に参加してみてください。お願いします。」

20:56
男性C「参加してよかったHEROS！是非参加してください。」

※一部聞き取れなかった箇所があります。
21:04
男性D「２０１8ぐらいからこれが始まったのかなと思うんですけれども、うちの理事長から　されているということを聞きまして、その内容を聞いてそれならうちも何か発表できるのではないかなというふうに考えました。その辺からかなり興味を持っていろんな市の取り組みを発表する場、特に若い人の力をということでしたので、これは是非やってみたいなと思ったというきっかけです。」

21:38
男性D「うちはご存じのとおり、大阪のとおの町というかなり大阪でも北部にありまして、本音を申しますと採用で大変苦戦をしている法人になったんです。ですので、そういう面でも法人をアピールする場として、ちょうどいい絶好のタイミングかなというふうに思いました。」

21:59
男性D「もうはっきり申します、一本釣りみたいなところかあります。中島さ新卒で、そもそも高知県からいろんな経緯があってうちに新卒で入ってくれまして、現場で頑張ってくれた若手職員ということでかなり期待もしてましたし、もうここらで1度、彼女を売り出そうと言いますか、この介護の中でのアイドルというふうな言い方は失礼かもわかりませんけどもPRする人材として出たいというのがありましたので、彼女に追い込むよというふうなことを言いましたね。追い込みをしてもらいました。」

22:38
女性B「話を聞いたときは、大丈夫かなっていうのが、はいやりますっていうのはいきなり言えなくて、本当に私で大丈夫ですかねっていうのはすごく不安であったので多分一回は私じゃないとダメですかって、その場で一応確認はさせて頂いたんですけれども、頑張って欲しいって言うことで、ちょっとやれるだけやってみますということですね、応募をしました。」
23:11
女性B「HEROSの話があるまでにファッションショーを実際にやって、イベントリーダーをやってみないかということで施設長から話があって、実際に企画から入ってイベントを行うことができたので、それについてちょっと今回HEROSの方に出てみないかということで話があったのでファッションショーの話ができればなと思っていました。」

23:40
女性B「実際に本番までに何度か東京に足を運ぶこともありまして、HEROSのプロデューサーの方と実際に普段自分がやっている仕事についてお話をしたりとか、そのイベントですね、実際に法人がやってるイベントであったり、自分がイベントリーダーをしたファッションショーについて、どういったことをやってどんなことが大変だったとか、それをした結果どいうことに繋がったのかっていうのを一緒に整理してもらいながら広めていってもらって、自分の話も整理しつつ、ほかの登壇者の方達の実際に発表とかも聞きながら、モチベーションを本番に向けてあげていった感じですね。」

24:29
女性B「不安しかなかったです。正直。右を見ても左を見てもすごい方ばかりだったので、その方達と肩を並べて法人を代表して東京で喋っていいものかと、とにかく本番までは不安しかなかったんですけど、法人のみんなもすごく背中を押してくれましたし、ほかの登壇者の方達も一緒に頑張ろうという方たちばっかりで、盛り上げていってくれたのでなんとか自分の話ができたらなあっていうのに変わっていきました。」

25:09
女性B「HEROSに選ばれた時点で、全国で7人しかいなかったので、全国で7人に選ばれるだけの話をしなきゃいけないととにかく思って、特別な何かを、例えばみんなが感動するとかもうすごいこう思ってもらえるような話をとにかくしなきゃいけないっていうことを考えていたのですけれど、HEROSのプロデューサーの方とお話をしっかりしている中で、普段自分が普段何気なく介護士として働いている日常の話がとにかく実りのある話であるんだなって言うのが実感することができまして、その中で自分が気づいた、気づきであったりとか、介護面白いと思った瞬間であったりとか、そういった何気ない話をするのが凄くいいんだなっていうのを話している中で気づいたので、すごく大きな発見でした。」

※一部聞き取れなかった箇所があります。
26:08
男性D「HEROS2019ですね、あの映像というのはこういうのがうちの職員が出ましたということで、色々知り合いの法人の方に話させてもらったり、なのでそれで見てくれましたんでね、そこで初めてこういうことがあるのかっていう、こういうふうな発表の場があるんだということで、まずそういうふうなのに我々全体が大阪の地方都市から出たというのですごくアピールになったというのがまず一点。それからやっぱり彼女がその後リクルーターとしての部分でいろんな就職の説明会にも出てくれまして、学生を引っ張ると言いますか、うちの1番初めの　ところっていうのはあのかなり大きくなりました。その後、HEROSではなく、いろんな町おこしの活動もしましてね、それに向かって関心を寄せて、うちに応募してくれた職員、それから採用に繋がった職員があれから何人かありましたので、そういう面ではすごく大きな成果があったかなと思います。」

27:14
男性E「新規材料に繋がったんですか」

27:18
男性D「はい繋がってます。」

27:21
男性E「何名って言えますか。」

27:26
男性D「去年が3人。今年も3名。2020と2011で採用しているかなと思いますね。」

27:38
男性E「それ相当凄くないですか。」

27:42
男性D「今までは福祉系の学部からの応募が多かったんですけれども、こういう風な町おこし、あるいは彼女のHEROSの映像を見てもらって、福祉以外から町作りとか、そういうところに関心を寄せて福祉以外の学部からの応募もありましたので、育成が大変なんですけども今まで採用で苦戦したうちにとっては本当に大きな成果だったなと思っています。」

28:06
男性D「彼女のアピール力というか、本番見て本当に感心しまして、それまでからきちっと、物が言える職員ではあるんですけれども物怖じせずいろんな人にしっかりと伝えることができるなというふうに成長は本当に感じました。」


28:24
女性B「今も、お話させていただいたんですけれども、やっぱり普段の自分の話をもっと学生に向けてもしていいんだなって言うのが新たな発見があったので、何気ない普段の発見を話すだけで、そんなことあるんですかっていうすごい反応をもらえたりとか、またHEROSを通して、すごく自分の経験をいろんな言葉で整理をして頂いたので、すごく伝える力っていうのはついたかなと思います。わかりやすく、すごく楽しく伝えられるようになったのかなっていうのは学生さんの反応見ててもちょっと変化があったのではないかなと思っています。」

29:06
女性B「採用の就職フェアであったりとか、でもだいたい一回ファッションショーの話をして、これファッションショーで実は終わりじゃないんですっていう中で実はこのイベントを通して、自分達の得たことであったりとか利用者さんの反応で会ったりとかっていう介護の魅力を私はこういう場に出て全国に発表してきてイベントだけで終わらずに、その後も続いてるんですよっていうのを毎回お伝えさせて頂いてるので、そこでファッションショーでわーってなってくれてその後、この後もこんな渋谷でみたいな、みんな言っててくれるのですごい2段驚いてくれるのでそれはすごくPR出来てるのかなと思ってます。」

29:54
男性D「HEROSの映像は、地域の方ともカフェ活動っていうのを結構熱心に力入れてやってまして、カフェの場でも一度見てもらったと思いますので、やはりこういう少子高齢化を地で行くような地域ですのでその中でこういう若い人が活躍してるって言うことで、うちの法人への見方と言いますか、期待のされ方というのがかなり変わったなという風に思います。」

30:24
男性D「今までは社会福祉法人、社会福祉の事業体と言いますかね、施設に対してちょっと敷居が高いというか、壁を持ってあげられたところが今は気軽にというか、若い人がこういう活躍する場だということで、声をかけてもらったり相談が増えたりとかいろんなちょっとしたことでも気軽に声をかけてもらったりというふうなことが増えたかなと思いますし、今までは何かあったらうちの法人にご連絡くださいねっていうところが、何があっても何かあったらもうすぐに福祉会へというふうに少し温度感が変わってきたなというのは思ってます。」

31:03
女性B「実際にHEROSに相談させていただいた後に新聞や雑誌の取材などが何件かありまして、それを見られた利用者さんとか住民のかたに実際に声を家族のかたとか見たよっていう切り抜きまでしてくれて利用者さんが手渡してくれたりとか、あと在宅の職員から話を聞いたんですけども、家で新聞を見た方が特別養護老人ホームに入ったらこの人に面倒をみてもらいたいって言ってたよっていう話を、この中島さんに面倒を見てもらうんだって言ってたよっていう話を聞いたりとか、会った事も無い方にもそう言っていただけるのはすごく嬉しいなあと思って、出たことによってそういった取材とかにつながって、また地域の人にもすごく色々知ってもらえているのでそれはすごく嬉しいなあと思います。」

32:02
女性B「とにかく本当に大きく成長したかなって、すごい人生の分岐点にはなったかなと思います。多分これを経験したか経験してなかったでは今の自分と違った存在になってたんじゃないかなと思うんですけれども、そういう意味ですごくHEROSっていうのが大きな存在になったかなと、本当に成長の場となりました。」

32;29
男性D、女性B「参加してよかったHEROS！是非、参加してください！待ってます。」

32:37
女性B「介護自体に正直介護って誰でも出来るみたいなのを自分も含め、周りも含め、思ってるんじゃないかなっていう中でHEROSに出たのが、もっともっと自信もっていいんだよっていうきっかけに変わったので、もっと自分たちの仕事って自信をもって声を大にして世の中に言ってていいんだなっていう自信にも繋がりました。」

33:02
女性B「HEROSを通して私は、私たちが今やっている福祉の仕事にとても自信を持つことができました。私でもHEROSに出てしっかりと話をすることが出来たので、是非みなさんも参加してみてください。待ってます。」

33:20
女性B「HEROSに参加することで自分たちのしている福祉に自信を持てるようになりました。私でもできるのでぜひ皆さんも気軽に参加してみてください。」

33:32
女性B「参加してよかったHEROS！是非みなさんも参加してみてください、待ってます。」


33:39
女性B「私もHEROSに出るまでは人前で発表するっていったことは本当に数、数えるぐらいしかなかったです。その中、私もすごく不安の中、HEROS参加にしたんですけれども、やっぱりHEROSのプロデューサーの方達が発表に向けて、一緒に言葉を整理してくれたりとか、発表原稿っていうのを考えてくれるので、そういった発表の仕方については自分一人で当日を迎えるわけではないので安心して本番を迎えることができるんじゃないかなと思います。」
